
例会のむ知らせ
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1　月　の　例　会

　　　　　　零易く射と太郷勤

日時：昭和36年11月27日（金）13時より

揚所：気象庁第1会議室

主題：気象ふく射と太陽活動

第2部研究発表

　1．関原彊（気研高物）：オゾン層の変化と太陽活動と

　　の関係について（20分）

　2．朝倉正，片山昭（気研予報）：太陽活動と大気大循

　　環の変動との関係について（第2報）（10分）

　3．高橋浩一郎（気象庁長期予報）：太陽活動と気象

　　（第4報）　（15分）

　4．根本順吉，松下真（気象庁長期予報）：蛇行示数と

　　K一示数（15分）

　5．広瀬元孝（気研予報）：帯状循環の長期傾向（15分）

　6．須田竜雄（東管）：気象との関連から見た太陽活動

　　指数の統計的性質（報2報）　（20分）

　綜合報告

　　丸山晴久（気研応用）：宇宙歴について（40分）

　　　　　　　　　　気　候

日時：昭和36年1月20日（金）9時より

揚所：気象庁第1会議室
主題：気候一般

第2部研究発表（午前）
　1．土屋　巌（気象庁図書）：気候変動の原因論の史的

　　展望（30分）

　2．長尾　隆（研修所）：太陽黒点数と日本の気候変化

　　（30分）・

　3．失沢大二（都立大）：アンデスの気候変化（20分）

　4．山本武夫（山口大）：気候変動の高層気象学的考察

　　（30分）

　5．荒川秀俊（気研予報）：東北地方の夏の気温の季節

　　予報（screening　Procedureによる研究）（30分）

　6．保柳睦美（都立大）：地理学における気候変化研究

　　の動向（20分）

気候変動に関するシンポジウム（午後）

　話題提供者
　　　山本　武夫（山口大）

　　　内海徳太郎（仙台管区）

　　　杉浦　吉雄（気研化学）

　　　朝倉　　正（気象庁長期予報）

司会　根本　順吉（気象庁長期予報）
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2　月　例　会　予　告

　　　　　　　　長期予報と統計

日時：昭和36年2月21日（火）

場所：気象庁第1会議室

主題：長期予報と統計に関すること一般

第2部研究発表講演申込＊

締切：昭和35年12月31日

宛先：東京都千代田区大手町

　　　　気象庁予報部長期予報管理官室　朝倉　正

　　　　　　　　観測と測器

日時：昭和36年2月24日（金）13時15分より

揚所：気象庁第1会議室

主題：観測と測器に関すること一般

第2部研究発表講演申込＊

締切：昭和35年12月31日

宛先：東京都千代田区大手町1の7

　　　　気象庁観測部測器課竹内清秀

＊第1部　一般研究発表毎月の例会に行いますから講演題目，所要時聞．

　　　　　アブストラクトをつけて下記へ申込まれたい．

　　　　　宛先　東京都杉並区馬橋　気象研究所　今井一郎

＊＊予告の揚所を変更しましたら御注意下さい。腔

、日本気象学会昭和56年度例会（第2部）

昭和36年2月観測測器，長期予報と統計　　3月航空気象
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